
高齢者の生活行動と食生活に関する調査研究

一之瀬幸

板倉弘
＊

男
重

Ontheresearchstudiesofagedwomen's

livingactionandfoodlife.

Yukio Ichinose

HiroshigeItakura*

100pairsofagedwomen(60～80age)andadolescentwomen(18～19age)(Relation:grand-

motherandgranddaughter)werecomparedabouttheirlivingactionandfoodlife.

Season:October～November.(From1982to1988)

(1)Agedwomen'sitemsoflivingactionwere17(adolescentwomen'soneswere24).

(2)Agedwomen'slivingactionsweresleeping(21.7%),cookinginpersonandeating(16.4%),

sports(gateball,**10．6%),walk(9.6%),televisionwatching(9.0%),etc.byenergy-consu-

mptionorder.

(3)NutritionalintakesofAgedwomenwereheavilydroppedinCalcium(63.1%)andsecon-

dlydroppedinV.B2(77.8%).

**Newsportsforagedperson,inventedfromgolf.

ので報告する。1．はじめに

2．調査対象及び方法高齢化社会を迎え，高齢者の生活行動及び栄養

摂取量の調査研究の必要性1),2),3）が高まってお

り，口頭発表は多いが文献として記録されている

ものは見あたらない。著者らも5年前に調査研究

成績をまとめようとしだところ，データにバラツ

キが大きすぎることを発見し，以後5年にわたっ

てデータを集積し，やっと若干の傾向がつかめた

本学々生に依頼し，過去6ヶ年にわたり，毎年

10月～11月の時期の同一世帯内の女子学生及び祖

母についての生活時間調査，食事調査を行った。

集積したデータ中で特に精度の高いもの100組に

ついて検討を行った。対照群としての女子学生の

＊国立栄養研究所病態栄養部
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週日の生活は授業時間が多く高齢者との対比に適

さないので，日曜日の生活時間調査，食事調査に

きりかえた。

3．結果

高齢者女子の生活行動は予想に反して活性化さ

れており，ゲートポール(10.696),散歩(9.696).

テレビ(9.0％)，自分で調理して食べる行動(8．9

&+7.5$=16.4<)が目立った。摂取量の検討

では，両群ともにカルシウム，ビタミンB2の点

で不足しており，高齢者女子群に於て甚だしい。

4．考察

戦前の高齢者女子の労働の最たるものは洗濯4),5）

であったが電気洗濯機の普及で'4位にさがってい

た。「高齢者向きゴルフ」として日本で開発され

たゲートボールが年ごとに普及し，高齢者向きの

クラブ活動としての精神的・肉体的活性化に役立

っていることは大きい。思春期，高齢者をとわず

テレビの日常生活化を感じた。

火山列島で土壌中にカルシウム含蹴が少ない日

本では，カルシウム摂取量が老若共に低いことが

従来から指摘されているが，今回も観察された。

特に高齢者女子での63.1#という低率は，歯骨

の弱化が憂慮される。ビタミンBzの摂取量はカ

ルシウムに次で低い（77.8％）。この傾向は思春

期女子に於ても観察された（78.3％)。従来の栄

養調査でも，日本人の食生活の傾向としてビタミ

ンB2不足が指摘されている。調査方法が調査員

による聞きとり調査ではなかったが，栄養学にく

わしい学生達による記入方式をとったので，比較

的精度のよいデータが得られた。

5．要約

高齢者女子（60～80才)100名について，同一

世帯内の思春期女子（祖母一孫娘の関係，18～19

才）100名との対比に於て，生活行動と栄養摂取

量の検討を行い，次の成績が得られた。

(1)高齢者女子の生活行動は，項目的に17で思春

期女子の24にくらべて少なく，生活が比較的単

調である。

(2)高齢者女子の生活行動は，全エネルギー消費

量％順から，睡眠(21.7％)，自分で調理して食

べる行動(16.4#),スポーツ（ゲートボール，

10.6#),散歩(9.6#),テレビ(9.096)等であ

った。

(3)高齢者女子の栄養摂取量を検討したところ，

カルシウム充足率(.63.196)の著しい低下，次

でビタミンB2の充足率07.896)の低下が観

察された。

本調査研究を進めるにあたり，種々御配瞳

を戴いた本学生活科学科々長・増淵久子教授

に深く感謝致します。本調査研究につき有益

な御助言を戴いたハーバード大学公衆栄養学

教室FredrickJ.Stare名誉教授に深く感

謝致します。
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表1高齢者女子の生活行動とエネルギー消喪について

思春期女子 高齢者女子

年令18～19才 年令60～80才

消費エネルギー量2066.839.8Kcal 消費エネルギー量1635.741.7Kcal

摂取エネルギー量I744.640.3Kcal 摂取エネルギー量1334.333.4Kcal

エネルギー充足率84．4％ エネルギー充足率81．6％

身長157.714.2cm 身長150.712.8cm

体重48．1士8.2Kg 体重49．5士7．6Kg

エネルギー消費内訳 エネルギー消費内訳

順番 項目 エネルギー消費量Kcal 全消費量に対する％ 順番 項目 エネルギー消費量Kcal 全消費量に対する％

1 睡 眠 454．4士32．4 22.0

2
ー

プ レ ビ 251．5士34．6 12．2

3 アルバイト 217．1±39．3 10．5

4 買 物 132．7±32．8 6.4

5 食 事 117．2±24．1 5.7

6 入 浴 109．1±21．5 5.3

1

2

3

4

5

6

睡 眠

スポ一シ

(ゲートボール）

散 歩

一

プ レビ

食事

調理

354．4士38．4

172．6±30．0

157．4士28．1

146．6±29．4

145．7士28．0

123．3士22．4
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21．7

10．6

9.6

9.0

8.9

7.5｝16．4
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14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

|教鍵’ 87．1士1 ’
乗物 86．6士9．5

掃 除 85．4±11．6

趣味・娯楽 70.2士15.8

スポーツ(穂） 66．0±16．6

休 息 65．6士16．8

身じたく 51．5士14．4

散 歩 47．6士14．9

自動車・バイク 29．4士8．8

談 話 24．6土7．5

かたづけ 17．8士5．2

自動車運転 14．8士4．2

ふとん千 10．02.5

洗 濯 7.6±2．2

昼 寝 5.5士1．3

電 話 5.4士1．2

戸 じまり 2.4±0.7

合 計 2066．8士39．8

4.2 ’8 |入浴’ 82．3±11．8 ’ 5.0 ’
4.2 9 休 息 74．1士12．9 4.5

4.1 10 昼 寝 57．0士14．8 3.5

3.4 11 身じたく 55．0士9．8 3.4

3.2 12 買 物 41．1±9．5 2.5

3.2 13 乗 物 32．4士6．3 2.0

2.5 14 洗 濯 27．5士4．1 1.7

2.3 15 談 話 21．0士4．6 1.3

1.4 16 仕 事 14．8士3．4 0.9

1.2 17 教 養 14．6士3．6 0.9

0.9 合 計 1635．7士41．7 100．0

0．7

0.5

0.4

0.3

0.3

0.1

100．0
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思春期女子

(18～19才）

高齢者女子

(60～80才）

摂取量

栄養所要量

(平均値）

充足率％

摂取量

栄養所要量

(平均値）

充足率％

エネルギー

Kcal

1744．6

±40．3

2075

84．1

1334．3

±33．4

1550

86．1

表2高齢者女子の栄養摂取冠と充足率について

蛋白質

9

67．8

士7．5

62．5

108．5

48．8

士6．1

55

88．7

脂質

エネルギー

％

27．0

士3．4

27．5

98．2

19．9

士3．0

22．5

88．4

カルシウム

mg

486．3

士21．1

600

81.1

378．4

±16．9

600

63．1

鉄 A効力

mg IU

10．2 2419．1

1.3 ±42．4

12 1800

85．0 134．4

9.4 1783.7

1.2 ±37．4

10 1800

94．0 99．1

B 1 B2 ナイアシン

mg mg mg

0.8 0.9 13．5

±0.1 0.1 ±2．2

0.8 1．15 14

100.0 78．3 96．4

0.6 0.7 10．5

0.1 士0．1 士1．9

0.7 0.9 11

85．7 77，8 95．5

(註）高齢者女子群の栄養摂取量は思春期女子群にくらべ，全項目にわたって低い（危険率5％)。

C

mg

85．7

士6．8

50

171.4

56．9

士5．2

50

113.8


